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奈良市の河川における重金属調査
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「水質汚濁訪止法jが平成元年 6月に改正され，有害物質を含む水の地下浸透を規制すると

ともに，国と地方公共団体i土地下水水質の汚濁状況の営時監視を実施することに去ったG 水雲

汚濁を陪止するために公共用水域の水質汚濁に係わる環境基準が定められており，それに伴い

持に産業騒水の規制が行われる。ヒトの健療に係わる環境基準として，シアン・アルキル水銀

・有機燐・カドミウム・鉛・六個クロム・枇素-総水銀，また生活環境に係わる環境基準とし

て，水素イオン濃度・生化学的酸素要求量 (BOD) あるいは化学的酸素要求量 (COD)・懸

濁物量 (88)・溶存酸素 (DOト大腸富群数 'nーヘキサン抽出物質(油分など)の基準値が

それぞれ定められている。平成 4年夏の全国にわたる地下水震の状況の把握を目的とした概

況課査では，評語基準等を超過している井戸の割合はカドミウムについては 0.1%であった。

我が国の水笠汚濁の状況は，環境基準の設定されている有害物質についてはほぼ環境基準を達

成しているとされている{環境白書平成 6年版)。

我々はこれまで，食生活と重金属の関係に着目して調理条件と重金属の溶出の関係を調べて

きた。その結果，条件によってはアルミニウムや鉛会どの重金高が溶出してくることを見つ

け，我々の生活は思った以上に重金属にさらされる可龍性があることを既に報告している(藤

井ら， 1999，松本丸 20∞九

奈良市内のゴミ処理地の排水出口付近には植物が生えておらず赤く変色しているのを観測し

た(写真 1)。そこで，植物が生えていないのは重金属などの有害物質で汚染されている可能

性があるのではないかと考え，河川における重金属調査を行うこととした。特に，今回は，奈

良市のゴミ処理地付近の小]11， および比較の目的で奈良市の一殻河川の重金属濃度を測定し

た。

実験材料と方法

奈良市ゴミ処理地付近の小川から水および植物(誼物が採取できなかったところからは土

壌)を採取した(国 U。また，奈良市内をi走れる秋篠111，佐保]11，富雄JlI及び、処理地付近の

JlI (木津川に流れ込む)から水を採取した(図 1，図 2)。本はそのまま原子吸元分析にf共し
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写真 1 ゴミ処理地からの排水口
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図 1

た。植物捧(土壌)は灰化処理 (700"C， 8 hr) し，次に塩酸処理をした後に 25mLに定容

し原子吸充分析のサンプルとした。各元素の測定は偏光ゼーマン型原子吸光分光光度計(日

立， Z-5000型)を用い行った。

結果と考察

表 1に奈良市ごみ処理地付近の小!けから採取した水の鋸，ニッケル，カドミウム，鉄，亜

鉛の各元素護度を測定した結果を示す。銅，カドミウム，亜鉛は測定した排水出口の 4地点

で今回用いた原子吸光分析法では検出されなかった。測定した或分のうち鉄分が排水出口でも
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奈良市ゴミ処理地付近(図 2の H地点)の小川の重金高濃度 (ppm)表 1
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nd: not determined 

っとも濃度が高かったが，排水の影響を受けないであろう排水出口上流でもかなりの高護度の

鉄が説定された。写真 1に示した赤茶けた色は鉄分に起因すると推定される。同じくニッケ

もともと鉄分とニッケル分の多いこの地域は，ルも排水出口の上流でも下流でも検出された。

地形なのかもしれない。

つぎに小川の水には問題がなくても土壌や植物にカドミウムや鎮などが蓄積されている可能

性があるので土壌と植物を採取しそれぞれ同じ元素の濃度を測定したG その結果を表 2に示

カドミウム辻排水出口地点 1よりもすぐ上流の地点 4が 3.4ppmと一番高護度でありした。

では灘定されなかったc 環境白書によると土壌の汚染に係る環地点 5(約 150メートル下流〉

境基準はカドミウムの場合検液 1Lにつき 0.01mg (0.01 p予m)以下でありかつ農用地にお

いては未 1kgにつき 1mg (1 ppm)未満であることからするとかなり高濃度のカドミウムが

検出されたことになる。同じく鋸は農用地において辻土壌 1kgにつき 125mg (125 ppm) 



奈良事ゴミ処理地付近(図 2の H地点)の小J11の撞物および土壌の重金屠濃度
(ppm) 

表 2
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奈良市ゴミ処理地から付近の小!日
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奈良市内の河川の重金属濃度 (ppm)表 3
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佐保JI[上流(奈良市緑ケ丘浄水場)

佐保!日下流(奈良市八条暫)

秋築J11上流(奈良市平域西小学校前)

秋譲川下流(奈良市七条軒)

富雄J11上流(生駒市高山軒)
富雄!日下流〈奈良市丸山〉

本産111支流上流， (奈長市ゴミ姓理地下流) (京都府木i幸町)

亜

ニッケ未満であることという環境基準があるが部定した 5地点すべてでそれ以下であった。

ルも要藍視項目で指針笹は 0.01mg/L (0.01 ppm) 以下であるので測定した 5地点ともかな

り高濃震であることがわかるむ鉄は地点 1と地点 4で高濃度で検出されたが排出出口からす

こし離れると測定濃震が低かった。歪鉛も排水出口の地点 1が特に高護度であった。鋪，

亜鉛とも排水出口から 150メートル下流に行くとそれぞれ 7.2%，5.8%， 1.8%と濃ッケル，

度が抵下していることがわかった。

このように排水出口から 150メートル下流に行くとそこに生えている植物への蓄積も少な

カドミウニッケル，くなるがさらに下流の木津川支流を調べた結果を表3に示した。鋸，

さらにこのJIIの流域ではないが奈長

市内を流れる河川の各元素の濃度を調べたのが表3である。鉄以外の元素は今回の方法では

検出できなかった。

亜鉛を測定したが鉄だけが 0.84ppmであった。ム，鉄，

ゴミ処分地の排水出口が赤く変色し その付近では植物が生えていないのが観察され

たのが，重金屠調査の動機であった。今毘の謂査からみて，排水出口付近で観察された植物の

生えていない状態誌排水中の重金属によるものではないと考えられる。しかし，今回の調査で

元々 ，



はゴミ処分地の排水出口付近の土壌中には環境基準からみてかなり高い濃度のカドミウムやニ

ッケルが検出された。開 問題となる濃度ではないが，このことが処理が十分でないことによ

るのか，地域住を反壊しているのかは詳掘に謁査してみないと分からないc また，今冨調査し

たような管理された処分地ではなく 全く不法に投棄された地域では重金嵩をはじめとして

種々の化学物質による深刻な環境汚染が指擁されていることは毘知のことである。今後とも，

関心を持ち続けていく必要があるだろう。
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